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適用範囲 

１．組織概要 

項 目 詳細 

事 業 所 名 株式会社 安部工業 

所 在 地 宮城県黒川郡大和町松坂平 8 丁目 3－4 

事 業 の 概 要 産業廃棄物の収集運搬及び中間処理 

沿 革 
1992 年 10 月 有限会社安部工業として会社設立 資本金 300 万 

2003 年 9 月  株式会社安部工業に組織変更 資本金 1000 万 

資 本 金 1000 万円 

従 業 員 数 50 名 

売 上 高 1,264,556,965（令和 6 年度） 

敷 地 面 積 

延 床 面 積 

16,594 ㎡ 

2,134 ㎡ 
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組織図 
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２．産業廃棄物処理業に関する情報 

処理業許認可 

分
類 

処理業分類 中間処理 収集運搬 

行政 宮城 青森 秋田 岩手 山形 宮城 福島 新潟 

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物 

許認可番号 － 00251003841 00557003841 00350003841 00659003841 00453003841 00757003841 01559003841 

有効期限 － R10.9.29 R11.6.22 R14.3.29 R9.10.30 R14.2.12 R10.6.14 R10.8.9 

処理方法 － － － － － － － － 

燃え殻 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

汚泥 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

廃油 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

廃酸 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

廃アルカリ － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ばいじん － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

廃石綿等 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

鉱さい － 〇 〇 〇 － － － 〇 

感染性産業廃棄物 － － － － － 〇 － － 

産
業
廃
棄
物 

許認可番号 0423003841 00201003841 00507003841 00300003841 00609003841 00403003841 00707003841 01509003841 

有効期限 R13.12.9 R14.3.14 R10.3.11 R9.10.7 R14.3.14 R10.7.29 R9.9.9 R10.8.12 

処理方法 破砕 － － － － － － － 

燃え殻 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

汚泥 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

廃油 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

廃酸 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

廃アルカリ － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

廃プラスチック類 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

紙くず 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

木くず 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

繊維くず 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

動植物性残さ － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ゴムくず 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
金属くず（自動車等
破砕物を除く） 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ガラスくず・コンク
リートくず及び陶
磁器くず 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

がれき類 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ばいじん － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
石綿含有産業廃棄
物 

－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

水銀使用製品産業
廃棄物 

－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
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分
類 

処理業分類 収集運搬 

行政 群馬 栃木 茨城 東京 神奈川 富山 長野 静岡 愛知 

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物 

許認可番号 01050003841 00950003841 00851003841 1350003841 01450003841 － 2059003841 － － 

有効期限 R10.8.9 R10.5.8 R10.10.3 R11.9.13 R10.1.3 － R10.3.11 － － 

燃え殻 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 － － 

汚泥 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 － － 

廃油 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 － － 

廃酸 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 － － 

廃アルカリ 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 － － 

ばいじん 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 － － 

廃石綿等 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 － － 

鉱さい 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 － － 

感染性産業
廃棄物 

－ － － － － － － － － 

産
業
廃
棄
物 

許認可番号 01000003841 00900003841 00801003841 1300003841 01402003841 01604003841 2009003841 02201003841 02300003841 

有効期限 R9.5.14 R8.5.10 R8.2.21 R9.9.29 R9.7.17 R9.12.26 R11.1.8 
R7.6.14 
更新中 

R7.8.24 

燃え殻 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

汚泥 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

廃油 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 

廃酸 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 

廃アルカリ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 
廃プラスチ
ック類 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

紙くず 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

木くず 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

繊維くず 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
動植物性残
さ 

〇 〇 〇 〇 〇 〇   〇 

ゴムくず 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
金属くず（自
動車等破砕
物を除く） 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ガラスくず・
コンクリー
トくず及び
陶磁器くず 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

がれき類 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ばいじん 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
石綿含有産
業廃棄物 

〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

水銀使用製
品産業廃棄
物 

〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
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収集運搬設備概要 

 

 

 

 
 
 

  

車番 種類 最大積載量
積載可能寸法

全長×幅×高さ
（cm）

規制適合有無

1 宮城100ゆ　233 トレーラ 24300㎏ 1051×249×378 なし
2 宮城107る　1 トレーラ 15600㎏ 674×249×379 使用車種規制（Noｘ・PM）適合   ／   平成13年騒音規制車
3 宮城109ゆ　1 トレーラ 24400kg 1073×249×375 なし
4 宮城130つ　4649 大型深ダンプ30㎥ 10900㎏ 1165×249×345 平成27年度燃費基準達成車　／　平成13年騒音規制車
5 宮城130ら　1010 ユニック 11400kg 1199×249×365 平成27年度燃費基準10％達成車　／　平成28年騒音規制車
6 宮城100ら　172 大型深ダンプ30㎥ 10600kg 1153×249×363 平成27年度燃費基準達成車　／　平成13年騒音規制車
7 宮城100は　9546 大型深ダンプ30㎥ 11000kg 1155×249×249 平成27年度燃費基準5％達成車　／　平成13年騒音規制車
8 宮城100や　555 大型深ダンプ30㎥ 10700kg 1161×249×366 平成27年度燃費基準5％達成車　／　平成14年騒音規制車
9 宮城100ら　175 大型アームロール 11900kg 1116×249×333 平成27年度燃費基準達成車　／　平成13年騒音規制車

10 宮城102り　1000 フルトレーラ 41810(10100)kg 平成27年度燃費基準達成車　／　平成28年騒音規制車
11 宮城100ろ　2000 フルトレーラ 14600kg 827×249×179 なし
12 宮城131つ　1001 平ボディー 13100kg 1196×249×379 平成27年度燃費基準5％達成車　／　平成28年騒音規制車
13 宮城100ひ　1182 大型深ダンプ30㎥ 11000kg 1161×250×362 平成27年度燃費基準5％達成車　／　平成28年騒音規制車
14 宮城100す　398 アームロール 3950㎏ 592×220×244 使用車種規制（Noｘ・PM）適合
15 宮城130さ　381 アームロール 3900kg 610×221×242 使用車種規制（Noｘ・PM）適合   ／   平成13年騒音規制車
16 宮城130つ　3810 ユニック 2150kg 848×228×304 平成27年度燃費基準達成車　／　平成13年騒音規制車
17 宮城130た　538 ユニック 3,150kg 618×220×280 平成27年度燃費基準5％達成車　／　平成13年騒音規制車
18 宮城130た　53 ユニック 3,150kg 618×220×279 平成27年度燃費基準5％達成車　／　平成13年騒音規制車
19 宮城130さ　3138 アームロール 3,650kg 615×220×246 平成27年度燃費基準10％達成車　／　平成28年騒音規制車
20 宮城400の　3723 2ｔダンプ 2000kg 469×169×194 使用車種規制（Noｘ・PM）適合   ／   平成13年騒音規制車
21 宮城100た　4136 アームロール 3800kg 603×218×243 使用車種規制（Noｘ・PM）適合   ／   平成13年騒音規制車
22 宮城100ち　3978 アームロール 3600kg 596×219×242 使用車種規制（Noｘ・PM）適合   ／   平成13年騒音規制車
23 宮城130す　4043 トレーラ 51110(13000)kg 747×249×355 平成27年度燃費基準達成車　／　平成13年騒音規制車
24 宮城131ほ　24 ウィング 13900kg 1196×250×378 平成27年度燃費基準達成車　／　平成13年騒音規制車
25 宮城131の　24 アームロール 3600kg 631×220×242 平成27年度燃費基準達成車　／　平成28年騒音規制車
26 宮城131ね　24 大型アームロール 10100kg 939×250×328 平成27年度燃費基準達成車　／　平成13年騒音規制車

収集運搬車両一覧（令和7年3月31日時点）
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中間処理能力及び設備概要 

品目 
処理能力 

設備概要 
HB-180-Ⅳ UC-75 

廃プラスチック類 
37.584t/日 

（1.566t/h 24h 稼働） 
14.448t/日 

（0.602t/h 24h 稼働） 

・HB180-Ⅳ 
自走式 2 軸破砕機 
破砕室サイズ： 
1550mm×1350mm 
 
・UC-75 
１軸破砕機 
破砕室サイズ： 
1400mm×2000ｍｍ 

木くず 
85.56t/日 

（3.565t/h 24h 稼働） 
14.52t/日 

（0.605t/h 24h 稼働） 

金属くず 
（自動車等破砕物を除く） 

117.864t/日 
（4.911t/h 24h 稼働） 

― 

ガラスくず・コンクリート
くず及び陶磁器くず 

55.848t/日 
（2.252t/h 24h 稼働） 

― 

紙くず 
35.28t/日 

（1.47t/h 24h 稼働） 
12.864t/日 

（0.536t/h 24h 稼働） 

繊維くず 
42.768t/日 

（1.782t/h 24h 稼働） 
10.824t/日 

（0.451t/h 24h 稼働） 

ゴムくず 
42.816t/日 

（1.784t/h 24h 稼働） 
― 

がれき類 
50.952t/日 

（2.123t/h 24h 稼働） 
― 
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その他の設備 
工場内重機/重機用設備一覧 

  種類 性能 メーカー 製造番号 型式 

1 エンジン式フォークリフト 1.7t 三菱 F18C-00819 FD20T 

2 エンジン式フォークリフト 2.35t 三菱 F18D-70525 FDE25T 

3 解体用つかみ機 570kg タグチ GV122L0147 GV-122L 

4 解体用つかみ機 650kg 飯田鉄工 12370 HS500L 

5 解体用つかみ機 650kg 丸順 180521-191 IFC120-2 

6 解体用つかみ機 650kg 丸順 160913-061 IFC120-2 

7 解体用つかみ機 600kg 飯田鉄工 2013 GV120L 

8 鉄骨切断機及びコンクリート圧砕機 1.2t 飯田鉄工 15370 C-700P 

9 一軸破砕機 14.5ｔ/日 ウエノテックス  UC-75 

10 自走式二軸破砕機 37.5ｔ/日 フォーラス  HB-180Ⅳ 

11 ホイールローダー 1.30 ㎥ コマツ 91302 WA100-8 

12 ミニショベル 0.09 ㎥ クボタ 77536 U-30-5 

13 油圧ショベル（クローラ式） 0.8 ㎥ 住友建機 2741 SH200-7 

14 油圧ショベル（クローラ式） 0.5 ㎥ コベルコ建機 YY09047795 SK135SRD-7 

15 油圧ショベル（クローラ式） 0.5 ㎥ コマツ 44672 PC138US-10 

16 油圧ショベル（クローラ式） 0.5 ㎥ コベルコ建機 YY08-33398 SK135SRD-5 

17 油圧ショベル（クローラ式） 0.5 ㎥ コベルコ建機 YY06-20792 SK135SRD-2 

18 油圧ショベル（クローラ式） 0.5 ㎥ コベルコ建機 YY09054614 SK135SRD-7 
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処理工程図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産業廃棄物の最終処分終了までの一連の処理の行程
株式会社安部工業は～とふるリンク・あべ ※令和6年度実績（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 更新日
※受入量と処分量は同量になります

単位：ｔ

再生

A社 破砕 5302.538 13.71%
32% B社 圧縮固化 916.006 2.37%

C社 圧縮固化 4.745 0.01%
D社 圧縮固化 0.175 0.00%
E社 サーマル 1.505 0.00%
F社 サーマル 413.814 1.07%
G社 サーマル 1915.932 4.95%

焼却

0.175 0.00%
安定型埋立

743.496 1.92%
1508.958 3.90%
72.970 0.19%

管理型埋立

0.560 0.00%
1664.249 4.30%

再生

N社 破砕 55.125 0.14%
4% O社 圧縮固化 27.030 0.07%

P社 サーマル 3.150 0.01%
Q社 サーマル 43.600 0.11%
R社 サーマル 100.565 0.26%
S社 サーマル 859.856 2.22%

焼却

4.910 0.01%
管理型埋立

343.207 0.89%
再生

V社 破砕 1414.801 3.66%
14% W社 破砕 525.566 1.36%

X社 破砕 314.055 0.81%
Y社 圧縮固化 1717.432 4.44%
Z社 圧縮固化 0.920 0.00%

AA社 サーマル 11.605 0.03%
AB社 サーマル 17.995 0.05%
AC社 サーマル 83.768 0.22%
AD社 サーマル 606.895 1.57%

焼却

18.580 0.05%
管理型埋立

0.165 0.00%
835.133 2.16%

再生

AH社 圧縮固化 214.724 0.56%
AI社 サーマル 0.120 0.00%
AJ社 サーマル 0.024 0.00%
AK社 サーマル 8.368 0.02%
AL社 サーマル 51.807 0.13%

1% 焼却

0.120 0.00%
管理型埋立

31.621 0.08%
再生

5129.003 13.26%
13% 0.200 0.00%

再生

2016.698 5.22%
14.060 0.04%

10% 安定型埋立

464.968 1.20%
204.296 0.53%

管理型埋立

9.176 0.02%
1341.201 3.47%

再生

AW社 破砕 2679.067 6.93%
25% AX社 破砕 399.910 1.03%

AY社 破砕 0.600 0.00%
AZ社 サーマル 112.690 0.29%
BA社 サーマル 691.530 1.79%

安定型埋立

638.020 1.65%
2261.360 5.85%

管理型埋立

103.240 0.27%
369.470 0.96%
14.100 0.04%

2383.771 6.16%
再生

0.00%
0%

161
100% 161 100%

2025/6/18

搬入・受入 選別・破砕処理 処理委託

H社 管理型埋立

I社
J社
K社

受入
廃プラスチック類 再生原料

12545.123 ボイラー燃料
発電施設にて発電

管理型埋立

管理型埋立

T社 管理型埋立

管理型埋立

L社
M社

紙くず
1437.443 ボイラー燃料

製紙原料

AE社 管理型埋立

U社

木くず
5546.915

ボイラー燃料
おが粉販売

AF社
AG社

繊維くず ボイラー燃料

管理型埋立

AN社

金属くず AO社 製鋼原料
AP社

AR社

306.784
AM社 管理型埋立

AT社

AU社
AV社

5129.203

がれき類 AQ社 再生砕石

4050.399
AS社

管理型埋立
BB社
BC社

BD社

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 再生路盤材
9653.758 再生ボード原料

土壌改良剤
再生砕石

受入量 処理前保管量 持出量
38669.625 処理後保管量 38669.625

BE社

ボイラー燃料
ゴムくず 発電施設にて発電

0 管理型埋立

BF社
BG社
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処理実績（単位㌧） 

分類 R4 年度 

R4.4～R5.3 

R5 年度 

R5.4～R6.3  

R6 年度 

R6.4～R7.3 

特別管理産業廃棄物収集運搬 114.82 79.86 1572.231 

産業廃棄物収集運搬 60212.687 44923.559 99007.842 

産業廃棄物中間処理 37164.347 32106.272 38669.625 

※各年度 4月～3 月の運用実績 単位㌧ 

 
収集運搬の個別の実績（単位㌧） 
産業廃棄物 

品目 

R4 年度 

R4.4～R5.3 

R5 年度 

R5.4～R6.3 

R6 年度 

R6.4～R7.3 

燃え殻 1292.124 930.281 701.066 
汚泥 10199.778 9881.483 60670.594 
廃油 0.910 4.696 5.729 
廃酸 0.000 0.000 80.395 
廃アルカリ 18.540 0.000 0.000 
廃プラスチック類 16399.103 12867.095 11552.304 
紙くず 1750.222 1437.213 1246.572 
木くず 4184.444 3245.288 4497.247 
繊維くず 1207.535 854.096 881.000 
動植物性残さ 4.960 0.000 6.650 
ゴムくず 0.000 0.000 0.000 
金属くず 3232.925 0.000 1851.956 
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 9495.722 8039.490 8014.195 
鉱さい 669.254 619.692 1574.976 
がれき類 6141.792 3113.321 3050.126 
ばいじん 3452.734 2747.597 2161.536 
石綿含有産業廃棄物 65.396 90.895 124.995 
水銀使用製品産業廃棄物 38.468 37.752 26.521 
水銀含有ばいじん 0.000 13.480 0.000 
13号廃棄物 1562.310 1030.980 2550.210 
特定産業廃棄物 0.000 0.000 0.000 
混合廃棄物 496.470 10.200 11.770 

合計 60212.687 44923.559 99007.842 
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特別管理産業廃棄物 

品目 

R4 年度 

R4.4～R5.3 

R5 年度 

R5.4～R6.3 

R6 年度 

R6.4～R7.3 

燃え殻 0.000 0.000 0.000 
汚泥 0.000 0.002 14.170 
廃油 0.000 0.380 0.935 
廃酸 0.070 1.708 2.606 
廃アルカリ 0.000 0.000 0.000 
ばいじん 0.000 0.000 0.000 
廃石綿等 114.750 77.770 1554.520 
鉱さい 0.000 0.000 0.000 
感染性産業廃棄物 0.000 0.000 0.000 

合計 114.820 79.860 1572.231 
 
廃棄物の処理料金 
運搬距離、廃棄物内容、回収形態等により、都度見積もりをおこなう。 
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３．みちのく EMS に関連した情報 

みちのく EMS 登録情報 
項目 詳細 
認証年月日 2022 年 9 月 28 日 
認証登録番号 07007 
有効期間 2025 年 9 月 30 日 
登録範囲（サイト） 本社・中間処理場（宮城県黒川郡大和町松坂平 8 丁目 3 番 4） 

車両置き場（宮城県富谷市明石原川戸 58-2）及び現場 
適用業務 産業廃棄物の収集運搬及び中間処理 
環境報告書の対象期間及び
発行日 

対象期間：令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月 
発行日：令和 7 年 6 月 17 日 

運用管理体制 最高責任者：代表取締役 会長 
管理責任者：取締役管理部長 
内部監査責任者：川田 直 
法規制担当：管理責任者兼任 
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環 境 方 針 
 

収集運搬業及び中間処分業において受託する産業廃棄物の適正処

理を通して「自然に優しく」をテーマに、環境保護の取り組みを積極

的に展開する。 

事業を通じて廃棄物の削減と限りある資源を有効利用する為に、

積極的に資源の再資源化に貢献する。 

社内のあらゆる活動において発生する環境に及ぼす影響を常に認

識し、汚染の予防に取り組み、環境パフォーマンスの向上を EMSの継

続的改善で達成する。 

適用される順守義務を満たした活動を実践する。 

 

 

 

 2023年 1月 6日 

 株式会社 安部工業 

 

 代表取締役 会長 安部 竜司 
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環境目標 

目標 

基準年 

2021 年度 

2022 年 1 月 

～ 

2022 年 3 月 

年度 

2022 年度 

2023 年 1 月 

～ 

2023 年 3 月 

2023 年度 

2023 年 4 月 

～ 

2024 年 3 月 

2024 年度 

2024 年 4 月 

～ 

2025 年 3 月 

実施事項(日程含む） 

二酸化炭素排出

量の削減 

t-CO2/年 

毎年 

1％削減 

586.39 目標 580.53 2,298.88 2,275.89 

2022~2024 年度共通 

①処理設備の保守点検  

②効率的な運搬・処理 

 

2024 年 

①破砕機の入替え 

水の使用量削減 

㎥/年 

毎年 

1 ㎥削減 

268 目標 267 1067 1066 

2022~2024 年度共通 

①バランス良い粉塵対策と散水 

②節水意識教育 

事業系一般廃棄

物の排出量の削

減 

枚/年 

毎年 

1 枚削減 

95 目標 94 375 374 

2022~2024 年度共通 

①満杯になるまで捨てない 

②弁当ごみは持ち帰る 

産業廃棄物の排

出量の削減 

再資源化率

（％） 

毎年 

1%向上 

46.09% 目標 47.1% 48.1% 49.1% 

2022~2024 年度共通 

①処理設備の保守点検 

②分別強化 

③分別排出の指導  

 

2024 年 

①破砕機の入替え 

 
CO2排出係数 

軽油 2.580 温室効果ガス総排出量算定方法ガイドライン 

ガソリン 2.32 温室効果ガス総排出量算定方法ガイドライン 

電気 0.00496 電気事業者別排出係数一覧 東北電力  令和 4 年提出用 
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2024 年度の活動実績 

目標 目標値 実施事項(日程含む） 実績 評価 

二酸化炭素排出量の削

減 

t-CO2/年 

毎年 1％削減 

2,275.89 

2022~2024 年度共通 

①処理設備の保守点検  

②効率的な運搬・処理 

2024 年 

①破砕機の入替え 

2,398.39 達成 

水の使用量削減 

㎥/年 

毎年 1 ㎥削減 

1066 

2022~2024 年度共通 

①バランス良い粉塵対策と散水 

②節水意識教育 
1120 未達成 

事業系一般廃棄物の排

出量の削減 

枚/年 

毎年 1 枚削減 

374 

2022~2024 年度共通 

①満杯になるまで捨てない 

②弁当ごみは持ち帰る 
377 未達成 

産業廃棄物の排出量の

削減 

再資源化率（％） 

毎年 1%向上 

49.1% 

2022~2024 年度共通 

①処理設備の保守点検 

②分別強化 

③分別排出の指導  

2024 年 

①破砕機の入替え 

66.34% 達成 

 

活動の評価 

受託量は増加したが再資源化に取組んでいる 2 次委託先への出荷が再資源化率を牽引した結果 6％程度の改
善が見られた。二酸化炭素排出量は受託量に比例する傾向があるため、残念ながら増加した。事業系一般廃
棄物は事務所の整理整頓は一昨年度行っており、ゴミ袋の使用量は安定していたが、目標値よりは使用した
結果となった。水の使用量については、9 月の 4000 ㌧の受託の処理に伴う使用増加と 1 月にスプリンクラー
設備を導入したこともあり以降増加傾向が続いた。設備故障、事故、災害は後半はなく、年間通しての設備
故障はなく活動できたが、交通事故 1 件、災害 1 件が発生してしまった。 
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次年度（2025 年度）の課題及び活動 
目標 目標値 実施事項(日程含む） 今後の課題 

二酸化炭素排出量の削減 

t-CO2/年 

毎年 1％削減 
2,253.13 

①処理設備の保守点検  

②効率的な運搬・処理 

③破砕機の入替え 

継続 

水の使用量削減 

㎥/年 

毎年 1 ㎥削減 
1,119 

①バランス良い粉塵対策と散水 

②節水意識教育 
継続 

事業系一般廃棄物の排出量の削減 

枚/年 

毎年 1 枚削減 
376 

①満杯になるまで捨てない 

②弁当ごみは持ち帰る 
継続 

産業廃棄物の排出量の削減 

再資源化率（％） 

毎年 1%向上 
67.3% 

①処理設備の保守点検 

②分別強化 

③分別排出の指導  

④破砕機の入替え 

継続 

 

2024 年度の実績をもとに新たな 3 か年目標を策定して取組んで行く。上記は 3 か年目標の 2025 年度の
もの。 

2025 年～2027 年の 3 か年目標 

目標 

基準年 
2024 年度 
2024 年 4 月 

～ 
2025 年 3 月 

年度 
2025 年度 
2025 年 4 月 

～ 
2026 年 3 月 

2026 年度 
2026 年 4 月 

～ 
2027 年 3 月 

2027 年度 
2027 年 4 月 

～ 
2028 年 3 月 

二酸化炭素排出量の削減 
t-CO2/年 
毎年 

1％削減 

2,275.89 目標 2,253.13 2,230.60 2,208.29 

水の使用量削減 
㎥/年 
毎年 

1 ㎥削減 

1,120 目標 1,119 1,118 1,117 

事業系一般廃棄物の排出量の削減 
枚/年 
毎年 

1 枚削減 

377 目標 376 375 374 

産業廃棄物の排出量の削減 
再資源化率（％） 

毎年 
1%向上 

66.34% 目標 67.3% 68.3% 69.3% 
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順守義務への取組み状況 

法律その他規制一覧表 

承認 評価者 

2024/8/28 2024/8/28 

  

調査日：2024年 4月 2日 

対象：本社業務、産業廃棄物収集運搬、産業廃棄物中間処理 

 

順守義務 適用条件 実施事項 
順守 

評価 

循環型社会形成推進基
本法 

宮城県エコファクトリー
事業構想に基づいた宮城
県エコファクトリー立地
企業に指定 

みちのく EMSの維持 ✓ 

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行条例 

廃棄物再生事業者の登録

に係る変更の届出 
変更の届出書を知事に提出 ✓ 

産業廃棄物処理施設等

の立地等に関する基準 
中間処理施設の設置 設置時に基準を満たしていること ✓ 

産業廃棄物処理施設等

の構造に関する基準 
中間処理施設の設置 設置時に基準を満たしていること ✓ 

産業廃棄物処理施設等

の維持管理に関する基

準 

中間処理施設の維持管理 

囲い等、表示等、飛散，流出及び悪臭防止、防

火、衛生害虫等の発生防止、騒音，振動及び粉

じん防止、雨水等の流入防止、使用道路の安全

確保、記録及び保存（５年間保存すること）、

施設の管理、放流水の検査、事故の防止、管理

事務所などの該当する項目の施設の維持管理 

✓ 

廃棄物処理法 

産業廃棄物の処理 

排出事業者との二者間契約 ✓ 

許可証の提示 ✓ 

マニフェストとの照合や数量の検査 ✓ 

90日以内の処理 ✓ 

マニフェストの送付 ✓ 

許可物のみの受入れ ✓ 

保管上限の厳守 ✓ 

受入物の適正処理 ✓ 

実績報告 ✓ 

事業系一般廃棄物の廃棄 
指定袋で廃棄 ✓ 

分別廃棄（可燃物、燃えないゴミ等） ✓ 
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順守義務 適用条件 実施事項 
順守 

評価 

家電リサイクル法 当社排出分の家電の処理 指定業者による廃棄 ✓ 

小型家電リサイクル法 
当社排出分の小型家電の
処理 

指定業者による廃棄 ✓ 

自動車リサイクル法 車両の購入と使用 購入時、車検時リサイクル券の購入 ✓ 

オフロード法 重機の使用 

適合証明 

平成 18年 4月施行前販売証明 

「2011年規制」 

新車規制で平成 23年 10月以降 

✓ 

労働安全衛生法 
重機の使用 

フォークリフトの使用 

特定自主検査の実施 

月例点検の実施 

始業前点検の実施 

✓ 

じん肺法 構内作業 
粉塵防止設備の設置（散水設備） 

年１回の健康診断実施 
✓ 

水質汚濁防止法 
廃棄物の処理あたって排
水が発生する工程はない。
雨水排水は場内側溝で集
水し、油水分離槽を通した
あと場外へ排水事務所か
らの生活排水は公共下水
道に排水 

地域環境保全協定の遵守（専門業者による定
期的な測定及び結果の公表 

✓ 

下水道法 ✓ 

河川法 ✓ 

土壌汚染対策法 

保管施設や破砕機周辺の
床はすべてｺﾝｸﾘｰﾄで舗装
し地下に浸水させない 

保管施設、床のひび割れ等がないこと ✓ 

騒音規正法 
施設をすべて建物内に設
置 

破砕機の設備はすべて建
物の土間ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎上に
設置し、距離減衰により振
動を抑える 

地域環境保全協定の遵守（専門業者による定
期的な測定及び結果の公表 

✓ 

振動規正法 ✓ 

悪臭防止法 ✓ 

消防法 
産業廃棄物の処理施設の
維持 

消防署による設備の合格 

防火訓練の実施 
✓ 
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順守義務 適用条件 実施事項 
順守 

評価 

地域環境保全協定 
大和町との連携により実
施 

地域環境保全協定の遵守（専門業者による定
期的な測定及び結果の公表 

✓ 

フロン排出抑制法 エアコンの使用 
エアコンの四半期ごとの点検 

整備点検記録 
✓ 

計量法 トラックスケールの使用 2年ごとの検定 ✓ 

構内ﾙｰﾙ 施設内の構内ﾙｰﾙ ルール準拠 ✓ 

受入基準 処理後物の処理二次委託 委託先（出荷先）の受入基準準拠 ✓ 

 

上記の通り、当社の事業活動に適用される順守義務の調査を 2024 年 4 月 2 日に実施、法律その他規制一覧表
を更新したが変更はなかった。2024 年 8 月 28 日に順守評価を実施。不順守はなかった。運用期間中に順守義
務への逸脱や訴訟はなかった。 
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内部監査・外部監査の報告 

内部監査  ：2024 年 8 月 29 日 
監査場所  ：はーとふるリンク・あべ 
適用規格  ：みちのくEMS（第3版） 2016年10月7日 

みちのく EMS（第 3 版）エコアクション 21 産業廃棄物処理業者の相互認証附属書 
2020 年 6 月 30 日 

対象業務  ：産業廃棄物の収集運搬、中間処理 
監査チーム ：内部監査員 2 名（みちのく EMS 内部監査員養成講座修了） 
 
外部審査 
名称  ：優良産廃サーベイランス 
監査日  ：2024 年 9 月 26 日 
監査結果  ：指摘事項なし 
   
マネジメントレビュー 
2025 年 4 月 1 日に 2024 年度（2024 年 4 月～2025 年 3 月）の活動を対象としたマネジメントレビュー
を実施 
 
全体評価 
EMS は有効であると判断できた。 
 
見直し評価 
環境方針は現在のものを継続する。 
 
コミュニケーション 
2024 年 4 月 9 日（一社）宮城県産業資源循環協会塩釜黒川支部 役員会参加 
2024 年 4 月 26 日（一社）宮城県産業資源循環協会塩釜黒川支部 令和 6 年度支部総会参加 
2024 年 5 月 25 日（一社）宮城県産業資源循環協会 令和 6 年度総会参加 
2024 年 11 月 28 日（一社）宮城県産業資源循環協会 不法投棄物回収撤去事業参加 
2025 年 1 月 23 日 千成会（黒川地区）賀詞交歓会参加 
 

 
 

以上 


